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2.  サンドチューブの安定性 
(1)  サンドチューブの最適サイズ 
底面近傍のサンドチューブに作用する波力を次式に示す
モリソン式で評価する． 
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  砕波帯近傍を考えることにして， 波高 HをH=γh （γ=0.78）
で与え，さらに長波近似を導入する．断面が円の円柱状構





















    (3) 
となる．ここで，hは水深，Tは周期，gは重力加速度であ










(2)  サンドチューブの安定領域 
安定性に関する実験は，長さ 35m，深さ 0.8m，幅 0.6m の





る．長さが 10cm の模型は，径が 2.2cm の S，3.6cm の M，
4.5cm のLの3種類で，残りの 2種類は断面が Mと同じで
長さが 20cm の Mm，30cm のMl である．これらのサンド
チューブ模型を h=15cm と h=6cm の位置に長手が波峰方向
となるように置き， 一様水深部の波高 1.8～10.2cm， 周期 0.5













る． 波を 100 波当てた後， 移動距離が 10cm 以下のものを 「安








りの水中重量を Wと表すこととする．  サンドチューブに作








える．さらに，D/do >0.4 では，移動限界を与える F/W の下
限値が 0.75 程度であるが，D/do <0.4 では，0.25 程度まで下

















































































































最適径  3 
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図-3  慣性力と抗力の連携作用  
 
3.  サンドチューブ潜堤の海岸侵食緩和機能 
(1)  時間変動波浪による海浜断面変形 
移動床実験は，長さ 35m，深さ 0.8m，幅 0.15m の二次元
造波水路で行った．一様水深部での水深は 30cm とし，1/10























おいて，Sunamura・Horikawa（1974）でタイプ I または II
の波を暴浪時の波，タイプ III の波を静穏時の波と呼ぶこと
にする．実験はいずれのケースにおいても，初期勾配 1/10
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約18cm の範囲とした．海浜縦断地形の計測は，約 30 分ご
とに，レーザ変位センサを用いて行った．ケース B の地形




































ため， 平面水槽で移動床実験を実施した． 長さ 6.5m， 幅11m
の平面造波水槽を用いて， 1/20勾配の模型海浜を粒径0.3mm
の砂で製作して行った． 一様水深部での水深は 23cm とした．
サンドチューブを用いた潜堤を汀線から 100cm の位置に写
真-2 のように並べる．1つの潜堤の大きさは，長さ 20cm，




向に x軸， y軸をとり， それぞれ右向き， 沖向きを正とする．
サンドチューブ潜堤と洗掘対策用のサンドチューブは
x=140～220cm， y=118～138cm の範囲に存在する． 地形計測
はx=0～360cm，y=0～194cm の範囲で行った． 
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図-7  サンドチューブ潜堤付近の海浜縦断地形 
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